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介護サービス基盤整備の目標の算出方法について 

 

 

1. 介護サービス基盤整備の目標の算出 

（特別養護老人ホーム入所申込者数及び各事業種別の入所者数は令和 5 年 4 月 1 日現在の実績値

を使用） 

 

【特別養護老人ホーム】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※令和８年度想定不足数 210床に稼働率を割り戻した数≒222床 

  222床≒230床＝230人分を整備量の目標とする。 
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【介護老人保健施設】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※令和８年度想定不足数４床に稼働率を割り戻した数≒４床 

 ４床＝４人分の不足となるが、現在の待機期間や利用状況を踏まえ、 

 第９期においては整備を行わない。 

 

【認知症対応型共同生活介護】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※令和８年度想定不足数 149床に稼働率を割り戻した数≒155床 

 155床≒162床＝162人分を整備量の目標とする。 

      （※１ユニット９床単位想定で切り上げ） 
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【特定施設入居者生活介護】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※292人≒300人分を整備量の目標とする。 

  



4 

 

2. 特別養護老人ホーム入居希望者向けアンケート調査の概要 

 調査対象：令和 5年 4月 1日現在、特別養護老人ホームに入居申込している仙台市民 1,141人 

      ※令和 5 年 4 月 1 日時点で 1,210 人が対象であったが、4 月以降に亡くなられた方や

市外転居された方、すでに入居された方の 69人を除いた 1,141人を対象とした。 

実施方法：調査対象者へ調査票を直接送付することにより実施 

 実施時期：令和 5年 7月 4日～同年 7月 26日 

 

■ アンケート調査回答者内訳 

  有効回答者数：424人（回答率：37.16％） 

 

 

 

■ 特別養護老人ホーム特例入居指針の要件の該当者（複数回答あり） 

 特例入居指針の要件に該当する状態にあると回答した方は下表の通り。 

  

要介護１

5.7%

要介護２

11.3%

要介護３

31.8%

要介護４

32.8%

要介護５

16.3%

その他

2.1%
要介護・要支援者認定の状況

n=424

認知症状

のため在

宅生活が

困難

48.1%

知的障害・精神障害のため在

宅生活が困難

3.7%

家族等か

らの深刻

な虐待

0.0%

単身世帯

11.1%

該当す

る項目

なし

37.0%

特別養護老人ホーム優先入所指針に該

当する要件（要介護１）

n=24

認知症状

のため在

宅生活が

困難

39.0%

知的障害・

精神障害の

ため在宅生

活が困難

6.8%

家族等からの深刻な

虐待

3.4%

単身世帯

28.8%

該当する

項目なし

22.0%

特別養護老人ホーム優先入所指針に該当

する要件（要介護２）

n=48
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■ 特別養護老人ホームのみに入居を希望する方、他の施設でも良い方の割合 

各希望は下表のとおり。 

 

 

 

 

■ 特別養護老人ホーム入居に対する希望（入居時期に関する希望）の割合 

上記「特別養護老人ホームのみを希望」の方の各希望は下表のとおり。 

 

介護老人保健施設

22.2%

認知症高齢者グルー

プホーム

7.8%

有料老人ホーム

4.5%

現在の生活場所（自

宅など）

7.5%

特別養護老人ホームの

みを希望

51.7%

その他の施設

6.4%

特養以外の入所可能施設

n=424

無回答按分後

すぐにでも入所したい

33.9%

入所順番が回ってきた

ら入所したい

24.8%

将来のことを考え入所

を希望している

28.9%

その他

12.4%

入居希望時期

n=218

無回答按分後


